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第一章 	 序論  
 
 





























1 . 2 研究の背景  




による「依頼」の研究（岡本 1986、鈴木 1987、熊谷 1995 など）、日本語と他言語による
「依頼」の対照研究（日中対照のものとして馬場･盧 1992、謝 2001 など；日韓対照のも
のとして柳 2012、厳 2004 など）、日本語学習者による中間言語としての「依頼」の研究











という問題へと視点を移動する必要がある。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  







                                                   




























に直接応用できるという強い期待感に基づいていた。	 	 	 	 	 	 	 	  
（窪田 2001:5）  
 
                                                   
2	 人間による多様な言語行動のいずれにおいても、話し手は大きく 2 つのこと、いわゆる言語行動の 2
つの指向性‐当該の言語行動の目的を効果的に達成したい指向性と相手との対人関係を良好に保ち





















































	 ①談話の内容展開  
	 ②談話の最小単位の指標  
	 ③参加者の主導権の交替  












































                                                   
6	 「タテ」の関係とは、同列におかれない A・B を結ぶ関係であり、「ヨコ」の関係は、同質のもの、
あるいは同列に立つ X・Y によって設定される。例えば、前者は「親子」関係であり、後者は「兄弟姉



































第二章 	 先行研究  
 
 







2 . 1 依頼と依頼談話  
2 . 1 . 1 依頼の定義  
依頼については、多くの研究者によって定義づけや説明が行われている。ここで、いく
つかの代表的な定義を概観して本研究における依頼の概念を確定する。  
	 まず、Brown & Levinson（1987）（以下 B&L）は、ポライトネス理論の鍵概念として、「フ
ェイス」という概念を提出した。すなわち、人間には、基本的要求として、「ポジティブ･












                                                   
7 B & L(1987)は、相手とのやり取りにおいて、相手の面子を脅かす可能性のある行為を面子威嚇行為


























	 	 「依頼」：発話者が自覚的な行動展開の意図をもって、他者に対して働きかける行為で  
	 	 ある。丁寧さの原理としては、相手が行動し、相手が決定権を持ち、自分が利益を受  
                                                   
8 Austin (1962)は、一つの発話行為は次の 3 段階から成り立つとした。  
①  発話行為 (locutionary act)―ある定めた意味と指示とをもつ文を発話する行為。  
②  発話内行為 (illocutionary act)―ある発話により陳述・約束・命令などを行う行為。  





とができる。（蒲谷他 1998）  
10 
 
	 	 けるという構造を持つ。  




	 	 「依頼」は、自分から自覚的な意図をもって相手の行動展開を促す「行動展開表現」10	  
	 	 の一種であり、自分の利益になることを相手の行動によって実現する行為である。  












2.1.2 依頼談話の定義  







                                                   
10 「クジラは魚類ではありません。哺乳類です」など、自己の感情･認識、知識･情報などに基づく表	 	  
	 現内容が相手に理解されることを意図する文章・談話を「理解要請表現」と呼ぶ。また、「すみま	  
	 せん。水を一杯ください」のように、相手あるいは自分、またはその両者が行動を起こし、その行  






















	 	 Discourse is used for communication: people use utterances to convey information and to 
lead each other toward an interpretation of meanings and interactions.（談話はコミュニケ
ーションのために行われる：人間は情報を伝え、互いに同一の意味と相互行為の解釈
に導くために発話をするものである。）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

















もある）。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  


























（南 1972:110）  
 
	 すなわち、南（1972,1981）は「会話」の下位概念として、「談話」を位置づけている。  
 





















                                                   
11 日中対照研究において、この種の研究が最も多く見られ、林（1982）、木村（1987）、馬場･蘆（1992）、
浜田（1995）、山岡･李（2004）などが挙げられる。  















2 . 2 . 1 . 1 謝（ 2 0 0 1）：依頼発話の切り出し方  
謝（2001）は、日本人大学生同士と中国人大学生同士の間で行われる依頼会話を対象と










（1）（謝 2001：88）  
	 BM11	 あのさあ① 13、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →「注意喚起」 
	 	 	 	 この間、この授業でさあ、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 プリント出たと思うんだけど…。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →「見込みの確認」 
	 YM25	 はいはい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 BM11	 休んで、もらえなかったからさあ、	 	 	 	 	 	 	 	 →「先行する補助使用」 
	 	 	 	 「人名」出たでしょう？。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →「見込みの確認」  
                                                   
13 網掛けと番号は筆者による。  
15 
 
  YM25	 はい、出ました。  
	 BM11	 ちょっともらえるかな、あの、コピーして。	 	 	 	 	 	 	 	 →「依頼発話」 
	 	 	  
（2）（謝 2001：89）  
	 CBM1	 「人名」②	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →「注意喚起」  
	 	 	 	 	 「人名」さん	  
	 	 	 	 	 课上的英文讲义能借我看一下好吗？	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →「依頼発話」 
	 	 	 	 	 授業の英語のプリントをちょっと見せてくれない？  
























2.2.1.3 まとめ  
	 以上、依頼談話を部分的に取り上げて分析した謝（2001）と李（2002）の研究結果をま
とめて紹介した。両者の研究結果に対する筆者の考えを述べれば、以下のとおりである。  



















































































2.2.3 先行研究からの提示  
























2 . 3 . 1 佐久間（ 1 9 8 7 , 2 0 0 0 , 2 0 0 2）：「話段」の提唱  






るのである。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
















































2 . 3 . 1 . 2「話段」の提唱  
	 佐久間（1987:103）は「文段の概念の必要性は、話し言葉の文章構造を対象とする際に
より重要なものとなる」として、「話段」という単位を提唱した。  














や対話の場合にも共通する傾向だといえよう。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
（佐久間 2002:81）  
 
	 さらに、佐久間（2000:69）では、「文段」と「話段」の総称となる「段」の構成要素に










報単位」で、「節」に近いものだと考えられる。	 	 	 	 	 	 	 	  
















	 	  
	 	 「話段」とは、一般に、談話の内部の発話の集合体（もしくは一発話）が内容上のま	  
	 	 とまりともつもので、それぞれの参加者の「談話」の目的によって相対的に他と区分  








	 	 （3）（ザトラウスキー1993:71）  
1C	 映画にいきませんか？  





































2 . 3 . 3 猪崎（ 2 0 0 0）と柳（ 2 0 1 2）：依頼談話の分析における「話段」の応用  
ザトラウスキーの提言を受けて、「話段」の応用を拡大して、「話段」による相談談話の




















                                                   













	 	  
	 依頼談話にどう (ママ )話段がどう (ママ )順番で現れたかを分析した結果、話段の出現には
一定の規則性が見られ、この話段の組み合わせによって談話の構造を類型化すること
ができた。  















                                                   
16 柳（2012）では、それぞれの「話段」を『』で表している。  
26 
 



























































構成要素の一つである。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

















れる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  












けをする発話。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  




















































て、その分類の結果を、以下の図 2-1 のように示している。  
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①･1 未分化的表現	 	 	 	 
①詠嘆表現  
	 	 	 	 	 	 a 相手に対して	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①･2 やや分化した表現  
A 相手に対し	 	 	 求めるところの	 	 	 	 	 	 	 	 	 ②･1 判断既定の表現  
て、あらたに	 	 	 ない表現意図	 	 	 ②判叙表現  
何かを表現し	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ②･2 判断未定の表現	 	 	 	 	  
○	 	 	 	 	 ようとする	 	 	 	 a’相手に対して	 	 	 	 	 	 	 	 	 ③･1 質問的表現  
表	 	 	 	 	 意図	 	 	 	 	 	 	 求めるところの･･･ ③要求表現  
現	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ある表現意図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ③･2 命令的表現  
意	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ④･1 未分化的表現  
図	 	 	 	 	 B 相手のことば	 	 b 相手に対する･･･ ④応答表現  
に対して、何か	 	 受容応対の表現	 	 	 	 	 	 	 	 	 ④･2 やや分化した表現	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 を表現しようと	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 する意図  









































わり方として、12 種類の発話機能を「要求」「表示･提供」「受容」という 3 類に大別した。

















                                                   
18下線で示した発話機能が、ザトラウスキー（1993）により新たに設けられたものである。  
①注目要求  ②談話表示 18③情報提供  ④意志表示  ⑤同意要求  
⑥情報要求  ⑦共同行為要求  ⑧単独行為要求  ⑨言い直し要求  
⑩言い直し  ⑪関係作り・儀礼  ⑫注目表示  
⑫注目表示の下位分類 11 種  
ａ．継続  ｂ．承認  ｃ．確認  ｄ．興味  ｅ．感情  ｆ．共感  
ｇ．感想  ｈ．否定  ｉ．終了  ｊ．同意  ｋ．自己  
33 
 
表 2-2	 談話における発話機能の種類  





1.注目要求  呼びかける発話。  
2.情報要求  相手に質問して情報を求める発話。  
3.共同行為要求  話し手の参加する行為に参加を求める発話。「勧誘」が多い。  
4.単独行為要求  聞き手単独の行為を求める発話。「依頼」・「勧告」･「命令」があ
る。  








7.談話表示  談話の展開の仕方を述べる発話。「接続表現」  
8.情報提供  内容を伝える発話。質問に対する答えも含む。  
9.意思表示  話し手の感情や意志を示す発話。  




11.関係作り･儀礼  人間関係を作る発話。感謝･陳謝･挨拶がある。  
12.注目表示  相手の発話を認識する発話。6.「同意要求」に対する答えも含む。 
























2 . 4 . 3 . 3 談話の構成に関わる言語要素  










	 	 The analysis of discourse markers is part of the more general analysis of discourse  
	 	 coherence ̶ how speakers and hearers jointly integrate forms,meanings,and  
	 	 actions to make overall sense out of what is said.（談話標識の分析は、より一般的  
	 	 な首尾一貫性の分析の一部である、すなわち、話し手と聞き手が協力して言語形式、  
	 	 意味、行為を統合し、発話された内容から全体的な意味を形成する方法についての分  
	 	 析の一部分である。）  
                                                   
19 熊谷（1997）では、発話機能を一つの観点からみるのではなく、発話を多角的に、「特徴の束」とし
てみることが必要としている。具体的には「発話内容･発話姿勢」「話し手と相手、および両者の関係」




（Schiffrin1987:49,廣瀬訳 2012:6）  
 







は①話者交替 (turn-taking)・②隣接ペア (adjacency pairs)・③会話の終結 (closing)・④あ
いづち (back channel)・⑤フィラー (filler)・⑥言い淀み (hesitation)・⑦テーマ展開







2 . 4 . 3 . 3 . 2「接続表現」・「メタ言語的発話」・「フィラー」  









                                                   
20結束性は文法的・語彙的手段という言語形式によって作られるテキスト内の意味的まとまりである。   
21首尾一貫性は言語的内容から得られる知識と話し手と聞き手の知識や文脈が結びついて生まれるもの	  



































表 2-3	 接続表現の文脈展開機能  
	  
         （佐久間 2002:168	 注：佐久間（1992:16）「接続表現の文脈展開機能」参照）  
 
I I .  メタ言語的発話  





















	 まず、以下の（4）を通して、「フィラー」の具体像を見よう。  
 
（4）（中島悦子 2011:178）  
それと、あの 22、まあ、ちょっと、えー、どちらかとゆうと、どちらかとゆうとと
ゆうよりも、非常にビジュアルを重視したいので、このへんが、あのー、これ、ち





ことにする。また、その定義として、より厳密に定められた山根 (2002)の定義に従う。  
                                                   
22 ☐は筆者が加筆したものである。	 
23	 伝統的な国語学では、「感動副詞」（山田 1936）、「感動詞」（佐久間 1943、橋本 1948）、間投詞（佐	 	 
	 	 久間 1943）等と呼ばれ、品詞の一つに位置付けられている。その後、話しことばを対象とする一連 	 	 
	 	 の研究の中では、「遊び言葉」（伊佐早 1953）、「場つなぎ言葉」（遠藤 1953）、「言いよどみ」（小出	 	 

















この種の機能を担っているフィラーは発話の冒頭に用いられている 25という。  
	 以上、「接続表現」、「メタ言語的発話」、「フィラー」について、それぞれの先行研究を外





2 . 4 . 4 まとめ  




                                                   
24	 山根(2002:220)では「テクスト構成に関わる機能」を、接続詞のような結束性を強く関与す	 
	 	 る働きという意味で用いているのではなく、「テクスト構成を手助けする」ぐらいのゆるやかな意	 	 
	 	 味合いを持った用語として使用している。  
25 	 フィラーの使用は発話の冒頭より、発話中により多く見られるが、山根(2002:233)に指摘された通	 	 
	 	 り、この種のフィラーは「個人の話し癖に左右されやすく」、主に「話し手の情報処理能力を表出」	 














2 . 5 本研究の研究課題  
	 上述した先行研究の問題点をふまえて、本研究の目的に応じて、本研究の具体的な研究

























節）、データの文字化（3.5 節）、有効データの詳細（3.6 節）、まとめ（3.7 節）という 7
つの部分に分けて詳述する。  
 













3 . 2 依頼に関する諸要素の設定  
3 . 2 . 1 依頼に影響する要素  
岡本（1988:8）は依頼に影響する要素として、次の 3 つを挙げている。  
    1. 話し手（依頼者）の属性  
    2. 話し手と相手（被依頼者）との関係･･････親疎関係、地位関係など  
    3. 特定の依頼に関連する事項についての話し手の認知  
	 	 	 A.依頼自体の本質  
	 	   B.話し手が何が必要かについて、相手が知っているかどうか  
42 
 
















































































3 . 5 データの文字化  
本研究の依頼談話の記述形式については、ザトラウスキー（1993）、柳 (2012)を参考に
した。また具体的な文字化の方法については上記の 2 氏のほかに、鈴木（2007）、宇佐美





の資料番号のあとに、参加者を示すアルファベット記号 26をつける。  
J(C)XF○：○番の日本語 (中国語 )母語話者の女性依頼者を示す。  
J(C)XM○：○番の日本語 (中国語 )母語話者の男性依頼者を示す。  
                                                   
26 依頼者と被依頼者の記号「X」「Y」を除き、他の記号はそれぞれ対応している英語の単語から取った
ものである。具体的に言うと、J は「Japanese」で、日本人を指している、C は「Chinese」で、中
国人を指している、F は「 female」で、女性を指している、M は「male」で、男性を指している、p




J(C)Y○p：日本語 (中国語 )母語話者の○番依頼者の友人を示す。  
J(C)Y○ j：日本語 (中国語 )母語話者の○番依頼者の後輩を示す。  
J(C)Y○s：日本語 (中国語 )母語話者の○番依頼者の先輩を示す。  












7. 記号の説明  
//： //の後の発話が次の番号の発話と同時に発せられたことを示す  
＝	 ＝：改行される発話と発話の間がまったくないことを示すためにつける  
…：文末が言いよどんだ発話  
【】：人名や大学の名前などのような固有名詞を表す  
	 	 	 ー：「ー」の前の音節が長く伸ばされていることを示す。「ー」の数が多いほど、長
く発せられたことを示す  
	 	 	 ↑：イントネーションが上昇していることを表す  
	 	 	 (	 )：非言語的な行動の (笑い )などを示す。(笑い )自体が何らかの返答になっている
ような場合は 1 発話文として扱い１ラインを取り、基本的には、同発話者の発
話直後または (笑い )の後の同発話者の発話の冒頭に記す  
	 	 	 [	 ]：聞き取りにくい発話を [	 ]の中に記す。聞き取りの結果、複数の可能性がある
場合、 [	 ]の中に [	 ／	 ]を挟んで列挙して記す、完全に聞き取れない場合、




























3 . 6 有効データの詳細  
日本人同士の会話と中国人同士の会話として、それぞれ 71 例、77 例を集めたが、対面
会話の録音状態および録音方法などの影響で 27、それぞれの言語の有効データとして、日
本語 41 例、中国語 42 例ずつ使用することとした。なお、依頼者となる調査協力者の実際
                                                   
27 データを無効とした理由、主に①録音状態が悪く、内容が聞き取れない、②録音内容が間違っている
または設定した内容とずれがある、③録音した談話が不完全である、④録音していることが途中で被
依頼者に知られたという 4 つの原因があげられる。  























































する依頼」のデータ数がほかの 2 種類の人間関係より少なくなっている。以下、表 3-1A、
3-1B に、有効データの詳細を言語別に示す。  
 
表 3-1A	 日本語の有効データ  
日本人同士による依頼談話（日 No.1-日 No.41）  
上下関係なし  上下関係あり  
親しい同輩に対する依頼  親しい先輩に対する依頼  親しい後輩に対する依頼  
資料  
番号  










No.1 JXF1‐JY1p 2.16 No.17 JXF1‐JY1s 1.21 No.34 JXF1‐JY1j 1.50 
No.2 JXF3‐JY3p 1.02 No.18 JXF2‐JY2s 2.13 No.35 JXF2‐JY2j 1.28 
No.3 JXF4‐JY4p 1.40 No.19 JXF3‐JY3s 1.18 No.36 JXF3‐JY3j 0.51 
No.4 JXF5‐JY5p 1.48 No.20 JXF4‐JY4s 2.08 No.37 JXF4‐JY4j 1.55 
No.5 JXF6‐JY6p 1.03 No.21 JXF5‐JY5s 1.03 No.38 JXF5‐JY5j 3.17 
No.6 JXF7‐JY7p 1.24 No.22 JXF6‐JY6s 1.06 No.39 JXF6‐JY6j 1.14 
No.7 JXM8‐JY8p 2.16 No.23 JXF7‐JY7s 1.19 No.40 JXM19‐JY19j 1.24 
No.8 JXF9‐JY9p 1.04 No.24 JXM8‐JY8s 1.53 No.41 JXF20‐JY20j 1.20 
No.9 JXF10‐JY10p 2.30 No.25 JXF10‐JY10s 1.29    
No.10 JXF11‐JY11p 2.43 No.26 JXF11‐JY11s 2.57    
No.11 JXF12‐JY12p 2.22 No.27 JXF12‐JY12s 2.03    
No.12 JXF13‐JY13p 0.42 No.28 JXF14‐JY14s 1.15    
No.13 JXF14‐JY14p 0.46 No.29 JXM15‐JY15s 2.23    
No.14 JXM15‐JY15p 1.22 No.30 JXF16‐JY16s 1.03    
No.15 JXF16‐JY16p 0.48 No.31 JXF17‐JY17s 2.32    
No.16 JXF17‐JY17p 1.35 No.32 JXF18‐JY18s 3.10    





表 3-1B  中国語の有効データ  
中国人同士による依頼談話（中 No.1-中 No.42）  
上下関係なし  上下関係あり  
親しい同輩に対する依頼  親しい先輩に対する依頼  親しい後輩に対する依頼  
資料  
番号  










No.1 CXM1‐CY1p 0.47 No.20 CXM1‐CY1s 1.41 No.36 CXM1‐CY1j 0.49 
No.2 CXF2‐CY2p 2.38 No.21 CXF2‐CY2s 5.28 No.37 CXF2‐CY2j 2.31 
No.3 CXF3‐CY3p 1.16 No.22 CXF3‐CY3s 1.31 No.38 CXF3‐CY3j 0.37 
No.4 CXF4‐CY4p 1.13 No.23 CXF4‐CY4s 1.53 No.39 CXF4‐CY4j 1.02 
No.5 CXM5‐CY5p 2.29 No.24 CXM5‐CY5s 2.43 No.40 CXM5‐CY5j 1.12 
No.6 CXF6‐CY6p 1.07 No.25 CXF6‐CY6s 2.36 No.41 CXF6‐CY6j 2.20 
No.7 CXF7‐CY7p 2.21 No.26 CXF7‐CY7s 2.56 No.42 CXF7‐CY7j 2.42 
No.8 CXF8‐CY8p 2.49 No.27 CXF10‐CY10s 2.24    
No.9 CXM9‐CY9p 2.53 No.28 CXF11‐CY11s 1.17    
No.10 CXF10‐CY10p 3.05 No.29 CXF12‐CY12s 1.35    
No.11 CXF11‐CY11p 1.07 No.30 CXF13‐CY13s 1.42    
No.12 CXF12‐CY12p 1.48 No.31 CXF14‐CY14s 2.40    
No.13 CXF13‐CY13p 1.44 No.32 CXF15‐CY15s 1.56    
No.14 CXF14‐CY14p 4.06 No.33 CXF17‐CY17s 2.19    
No.15 CXF15‐CY15p 1.32 No.34 CXF20‐CY20s 1.21    
No.16 CXF16‐CY16p 1.19 No.35 CXM21‐CY21s 2.01    
No.17 CXF17‐CY17p 2.01       
No.18 CXF18‐CY18p 2.06       
No.19 CXF19‐CY19p 2.04       
 











































	 談話の研究においても、そこで使う単位を決めないことには、分析の対象を資料から  
	 切り取ってくることができない。例えば、談話の種類と語彙の現れ方との関係、談話	  
	 の種類と敬語要素との関係を分析する場合にも、対象となる談話の範囲を確定するた	 	  
	 めに、まず単位を決めておく必要がある。  

































の規定に従い、「実質的な発話」と「あいづち的な発話」に 2 分類する。  
 















いづち的な発話」の使用率との対応関係を以下の図 4-1 のように具体的に規定する。  
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 少	 	 	 	 40	 	 	 50	 	 	 60	 	 	 	 	 	 	 多（あいづち的な発話の比率：％）	 	 	  
	 	 	 	 	 	 能動的	 	 	 	 中立的 	 	 	 受動的 	  
図 4-1	 「あいづち的な発話」の使用率と談話参与者の参加態度の対応関係  
 




表 4-1	 「あいづち的な発話」使用率と参加態度の対応関係  
「あいづち的な発話」使用率を表す数値  談話参与者の参加態度  
~40% 能動的  
41%~49% 中立的 (やや能動的 ) 
50%~59% 中立的 (やや受動的 ) 
60%~  受動的  




作業の様態という 3 つの視点から考察する。  
 
4 . 1 . 2 発話機能  












機能という 2 つの側面を持っている。  





表 4-2「発話機能」の分類  
カテゴリー  発話機能  









Ⅲ受容  1.注目表示  
	 a 継続   b 承認	 c 確認	 d 興味	 e 感情	 f 共感	 	 	 	  
	 g 感想	 i 終了	 j 同意  
2.関係作り  
	 a 挨拶	 b 感謝	 c 詫び	 d ほめ	 e 親密	 f 冗談	  
	 g 面子立て	 h 否定	  
Ⅳ談話標識  1.話題表示  













Ⅰ .要求  
	 	 「要求」類系の発話について、ザトラウスキー（1997）の 6 分類に対して、本研究は
それぞれの発話が求める内容によって、＜注目要求＞＜情報要求＞＜行為要求＞＜意見
要求＞＜言い直し要求＞という 5 種の発話機能を設けた。  
 
Ⅰ‐1 注目要求：相手の注意を引くためのフィラーや呼びかけの発話。  
 
（1）	 1X:ねえ、【JY3p の名前】。	          ←注目要求（日 No.2 JXF3）  
（2）  1X:あ、あのさあ。                   ←注目要求（日 No.3 JXF4）  
（3）  1X:诶，哥们，是这样，这样。      ←注目要求（中 No.1CXM1-CY1p） 
	 	 	 （ねえ、俺の親しい同輩、こういうこと、こういうことだよ）  
 
Ⅰ‐2 情報要求：客観的事実について情報を求める発話。  
 
	 	 	 	 （4）12Y:なん、な、えっ、いつまでとかある？	 ←情報要求（日 No.1 JY1p）  
	 	 	 	 	 	  13X:今週中↑。	  
 
Ⅰ‐3 行為要求：相手の単独行為や共同行為を求める発話。  
 
	 	 	 （5）6X：で、なんか、やってくれる？	 	 	 	 ←行為要求	 (日 No.7 JXF7) 
	 	  




	 	 	 （6）   8X:頼んでもいい？	 	 	 	 	 	 	 	 	  ←意見要求（日 No.3JXF4）  
	 	 	 （7）	 11X:何時ぐらいだったらいい？	 	 	 	 ←意見要求（日 No.3 JXF4）  
 
Ⅰ‐5 言い直し要求：先行する発話がうまく取れなかった場合の発話。  
（ザトラウスキー1993:68）  
 
（8）  3X：あの、学院に友達がいて、  
	 	 	 3Y：えー？。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ←言い直し要求（日 No.9 JY10s）  
	 	 	 4X：学院↑ //大に友達がいて、	 	 	 	 ←言い直し（日 No.9 JXF10）  
	 	 	 4Y：	 	 	 	 あ、はいはいはい。	  
 









	 	 	 （9）	 2X:えーと、わたし今日本語教育のー //友達に頼まれて、←情報提供  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (日 No.17 JXF1) 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
Ⅱ‐2 意志表示：約束、申し出、これからしようとすることなど、話し手の未来の行動
を表す発話。被依頼者の依頼に対する「承諾」なども含まれる。（柳 2012:52）  
 
	 	 	 （10）	 27X:じゃあ、そういうふうに言ってみる。←意志表示（日 No.8 JXF9） 
	 	 	 （11）	 19X:本当に二、三十分で終わるんだけど、	  
	 	 	 	 	 	 	 20X:大丈夫そう？	  




Ⅱ‐3 意見表示：話し手の考えを表す発話。  
 
	 	 	 	 （12）	 7X:何時だったらいい？	  
	 	 	 	 	 	 	   7Y:うーんとね、金曜日ならきほんー、いつでも。←意見表示  






















Ⅲ‐1 注目表示  




理由で項目の h と k を外す。まず、ザトラウスキー（1993）による注目表示を紹介し、 
その後、本研究の依頼談話からそれぞれの注目表示に対応する具体的な例を取り上げる。 
 
	 	 a.＜継続の注目表示＞	 先行する発話に暗示された意味を認めないまま、単に話を継
続させる。  
	 	 b.＜承認の注目表示＞	 先行する発話に暗示された意味を認める。  
	 	 c.＜確認の注目表示＞	 先行する発話の繰り返しによる確認、またはそこから導かれ
る結論を確認する。  
	 	 d.＜興味の注目表示＞	 興味や関心を示す。  
	 	 e.＜感情の注目表示＞	 感情を示す  
	 	 f.＜共感の注目表示＞	 相手と同じ感情を抱いていることを示す。  
	 	 g.＜感想の注目表示＞	 相手が言った事柄に対して感想を述べる。  
	 	 h.＜否定の注目表示＞	 「感謝」、「陳謝」などを打ち消す。  
	 	 i.＜終了の注目表示＞	 話を終了してもいいことを示す。  
	 	 j.＜同意の注目表示＞	 上記の a~i を受ける発話の機能。  
	 	 k.＜自己注目表示＞	 自分で自分の発話に相づちをうつ。  
（ザトラウスキー1993:70	 消線は筆者による）  
 
	 	 	  （13）  4X:で、それをー、  
	 	 	 	 	 	   2Y:	 	 	 	 	 	 	 うん。	 	 ←＜注目 :継続＞  
	 	 	 	 	  	  5X:来週↑、  
	 	 	 	 	  	  3Y:	 	 	 	 うん。	 	 	 	 	 ←＜注目 :承認・継続＞	 	 	 （日 No.2 JY3p） 
 
	    	 （14）  1X:あのね、えーと、日本語教育↑ //の［ほう］があるんじゃ。  
	 	 	 	 	 	 	 2Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 うん。←＜注目 :承認＞（日 No.1 JY1p）  
 
	  	 	 （15）  18X:場所どこだったらいい？  
	 	 	 	 	 	 	 17Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 場所？←＜注目 :承認・確認＞ (日 No.3 JY4p) 




	  	 	 （16）  1Y:えっ、なに？、アンケートみたいなやつ？  
	 	 	 	 	 	 	 3X:そうそうそう。  
	 	 	 	 	 	 	 2Y:	 	 	 	 	 	 	 へーーー。	 	 	 ←＜注目 :興味＞	 (日 No.7 JY8p) 
 
	 	 	  （17）17X:2 人の都合のいい時にやってほしい的な感じ //なんだけど、  
	 	 	 	 	    19Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 すごい。←＜注目 :感情＞  
                                                                 (日 No.9 JY10p) 
 
	 	    （18）  12Y：で、１０分間ずっと喋ってるの、結構 (笑いながら )長く //ない？。  
	 	 	 	 	  	  16X:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (笑い )そうですね。	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ←＜注目 :共感＞（日 No.29 JXM15） 
 
	 	 	  （19）20X:なんか、大学の生活についての会話。  
	 	 	 	 	    22Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 すごい素敵な会話。←＜注目 :感想＞  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                              (日 No.9 JY10p) 
 
	      （20）27X:じゃあ、そういうふうに言ってみる。  
	 	      	    22Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 うん。←＜注目 :同意・終了＞  
	 (日 No.8 JY9p) 
 
	 Ⅲ‐2 関係作り  
  	 関係作りは、人間関係を明言する発話で、また「感謝」や「わび」などのような、よ  
	 り良い人間関係を作る発話およびこれらの発話に対する応答も含まれる。具体的には、  
	 以下の 8 種類のものを見出した。なお、言語別に見ると、中国語によるこの機能のバリ  
	 エーションとなる下位項目は日本語よりはるかに豊富である。  
 
	 	 	 	 a.＜あいさつ＞	 日常的な挨拶の発話、日本語における定型表現も含む。  
 




	 	 	 	 b.＜感謝＞	 感謝の意を表す発話。  
 
        （22）	 19X:ありがとう。	 	 	 	 	   ←関係作り :感謝（日 No.2 JXF3）  
 
	 	 	 	 c.＜詫び＞	 陳謝の意を表す発話。  
 
        	 （23）	  20X:ごめんね、//ありがとう。 ←関係作り :詫び+感謝（日 No.39 JXF6） 
 
	 	 	 	 d.＜ほめ＞	 相手をほめる発話。  
 
         （24）	 17X:【CY3p の名前】，你太好了。	 	 	 ←関係作り :ほめ（中 No.3 CXF3） 
                  ｛【CY3p の名前】、あなたは本当に優しい／いい人｝  
 
	 	 	 	 e.＜親密＞	 相手との関係が親しい・仲良いと明言する発話。  
 
	 	 	 	   （25）	 7X：你是我的哥们，对吧。 	 	 	 	 ←関係作り :親密（中 No.1CXM1）  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ｛あなたはわたしの親友でしょう｝  
	 	 	 	  （26）	 20X:【CY6p の名前】，你太好了 //我就稀罕你这样的。  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ←関係作り :ほめ+親密 (中 No.6 CXF6) 
	 	 	 	 	 	 	 	 ｛【CY6p の名前】、あなたは本当にいい人 //大好き、あなたみたいな人｝  
 
    	 	 f.＜冗談＞	 冗句を言って、その場の雰囲気を明るくする発話。  
 
	 	 	 	   （27）	 31X: (笑い )你到时候不要怕我给你吃掉。  
                   ｛録音の時、あなたを食べてしまうかもしれないよ｝  
                                                 ←関係作り :冗談 (中 No.2CXF2) 
	 	 	 	 	 	 	 	    22Y:好恐怖，我怕怕。	 	 	 	 	 ←関係作り :冗談 (中 No.2 CY2p) 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ｛恐怖だわ、こわー｝  
 
	 	 	 	 g.＜面子立て＞	 相手の地位を明言する発話。  
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   （28）   6Y:什么时候都行。  
	 	 	 	 	 	 	 	 	   {いつでもいいよ } 
	 	 	 	 	 	 	 	 	   7Y: 师哥嘛。          ←関係作り:面子立て(中 No.36 CY1j)	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 {あなたがぼくの先輩だから}	 
                    13X:（笑い）哎，别这样别这样。 
           	 {やあ、そう言わないで}	 
 
	 	 	 	 h.＜否定＞	 謙遜し、相手の感謝やほめなどを否定する発話。  
	 	 	 	     （29）   	 44X:ありがとう。  
	 	 	 	 	 	 	 	    	  40Y:ううん。	 	 	 	 	 	 	 ←関係作り :否定 (日 No.20 JY4s) 
	 	 	 	 	 	 	  














ーマの展開」 (松尾 2012:7)に関わる機能を設けた。  
 
	 Ⅳ‐1 話題表示  
	 	 話題表示は、談話における話題がどのように始まり、終了するかを示す言語要素の機  
	 能である。本研究で、この種の機能を持っている言語要素としては主に「メタ言語的発  
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 話」がある。  
 
	 	 （30）1X:ちょっとお願いがあるんですけど (笑い )、	 ←話題 :A （日 No.17 JXF1）  
 
	 	 （31）1X:【CY2p の名前】 ,找你商量个事情。	 	 	 	 ←話題 :A （中 No.2 CXF2）  
	 	 	 	 	 {【CY2P の名前】、あなたに相談したいことがある } 
 
	 	 （32）  17X:じゃあ、お願いします。	 	 	 	        ←話題 :C	 (日 No.30 JXF16) 
           22Y:	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 はーい。  
 
	 Ⅳ‐2 談話表示  




による「接続表現の文脈展開機能」（本論文の第 2 章における表 2-3）に従う。  
 
	 	  （33）  1X:あのう、私今、日本語教育の友達にちょっと頼まれごとしてて、  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                              	 	  ←談話 :a1 (日 No.34 JXF1) 
	  	 （34）	 6X:然后，想那个，让我帮忙，给，录段东西。 	 	 ←談話 :b1(中  No.20 CXM1) 
            {そして、わたしに録音することを、あの、手伝わせる } 
 
     （35）  6X:我跟你讲，我有个朋友在日本。	 	 	 	 	 	 ←談話 :a1(中 No.2CXF2) 
            ｛あなたに教えるけど、日本に友達が一人いる｝  
 
4 . 2 話段の定義と認定  









































































































	 	 「小話段」：話段の内部において、談話参与者の発話機能により、他と相対的に区分さ  

































































































































依頼談話は 16 例あり、上下関係がある場合の依頼談話は 25 例ある。そのうち、依頼者が
親しい先輩に依頼する談話は 17 例、依頼者が親しい後輩に依頼する談話は 8 例である。  
	 本章では、第四章で示した本研究の分析単位となる「発話」、「話段」、「小話段」の認定
方法に基づき、マクロ的な視点による分析結果からミクロ的な視点による分析結果まで日
本語による依頼談話の分析結果を 5 節に分けて述べる。まず、5.1 節において、「話段」に
よる依頼談話の構造分析の結果を述べる。次に、「小話段」という単位によって、5.2 節と






5 . 1 依頼談話の構造  
















	 それでは、具体的な例を挙げながら、それぞれの話段の特徴を述べる。  
 






頼】が最大 3 回まで現れている。出現順序によって、65 個の【依頼】話段を分けると、そ
の内訳の詳細は表 5-1 に示すとおりである。  
 
表 5-1	 出現順序による【依頼】の内訳  
出現順序  個数  
【依頼①】  41 
【依頼②】  20 
【依頼③】  4 
























Ⅰ .【依頼】における発話機能  
 
表 5-2【依頼】における JX／JY28による発話機能の詳細  
  J X  J Y  




注目要求  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
情報要求  ○  ○  ×  ○  ×  ×  
行為要求  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
意見要求  ○  ○  ○  ×  ×  ×  




情報提供  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
意見表示  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
意志表示  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
言い直し  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ×  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
Ⅳ談話
標識  
話題表示  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
談話表示  ○  ○  ○  ○  ×  ×  
合計  1 2 種  1 0 種  3 種  5 種  2 種  １種  
 







                                                   
28 記述の便宜上、日本語同士の依頼者と被依頼者をそれぞれ JX と JY で表記する。上下関係の有  
	 無によって、被依頼者を区別する場合、親しい先輩、親しい同輩、親しい後輩をそれぞれ JYs、JYp、	  





の no6X）。  
	 その一方で、この話段において、被依頼者は依頼に関する情報を収集するため、話段の
出現位置に関係せず、主に＜注目表示＞という機能を用いた（（1）の no1Y、no4Y など）。  













（2）イニシアティブが一時的に被依頼者に移る談話例（日 No.7 JXM8－JY8p）  
 
 
Ⅲ .談話標識  
	 表 5-2 に示したように、【依頼】話段において、談話標識は依頼者の発話にも被依頼者
                                                   
29複数の発話や文が対応し合って、他の参加者と協力し合うかかわりあい方として、発話機能による「か  








＜話題表示＞	 ちょっと相談があるんですけど／ちょっとお願いがあるんですが  
	 	 	 	 	 	 	 いきなり突然なんですけど／全然関係ないんだけど  
＜談話表示＞	 接続表現：で、それで、だから、あと、なんですけど  
	 	 	 	 	 	 	 フィラー：なんか、あの、えーと、えっ／え、なんかあのう／あのなんか  
	 	 	 	 	 	 接続表現+フィラー：でなんか、であのう、それでなんか、でそれでなんか  
【依頼②】  
＜談話表示＞	 接続表現：で、それで  
	 	 	 	 	 	 	 フィラー：え／えっ、なんか  
	 	 	 	 	 接続表現+フィラー：でもなんか、でなんか、なんかそれで、でそれでなんか  
【依頼③】  
＜談話表示＞	 接続表現：で  

























5 . 1 . 1 . 2【依頼応答】  
	 依頼談話のもう一つの基本構成要素となる【依頼応答】という話段は、被依頼者の依頼
に対する応答を表明する発話の集合体である。41 例の依頼談話において、【依頼応答】話
段は合計 68 回見られた。それぞれ【依頼応答①】が 41 例の談話に、【依頼応答②】が 21







（3）【依頼放棄】に応じる【依頼応答】（日 No.26 JXF11-JY11s）  
 
 
Ⅰ .【依頼応答】における発話機能  




表 5-3【依頼応答】における JX／JY による発話機能の詳細  
  J X  J Y  















注目要求  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
情報要求  ×  ×  ×  ○  ○  ○  
行為要求  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
意見要求  ×  ×  ×  ○  ×  ×  
言 い 直 し
要求  




情報提供  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
意見表示  ○  ×  ○  ○  ○  ○  
意志表示  ○  ×  ×  ○  ○  ○  
言い直し  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ○  ○  ×  ×  
Ⅳ 談 話
標識  
話題表示  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
談話表示  ○  ×  ○  ○  ○  ○  
合計  7 種  3 種  5 種  9 種  6 種  5 種  
 






















Ⅲ .談話標識  













	 ＜談話表示＞	 接続表現：で、じゃあ、でも、それで  
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 フィラー：えっ、なんか、あの、あれ  
 














Ⅰ .【交渉】における発話機能  




表 5-4【交渉】における JX／JY による発話機能の詳細  
 
 










  J X  J Y  




注目要求  ×  ×  ○  ○  
情報要求  ○  ×  ○  ×  
行為要求  ×  ×  ×  ×  
意見要求  ○  ○  ○  ○  




情報提供  ○  ×  ○  ○  
意見表示  ○  ○  ○  ○  
意志表示  ×  ×  ○  ×  
言い直し  ×  ×  ○  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ○  ○  
関係作り  ×  ×  ×  ×  
Ⅳ談話
標識  
話題表示  ×  ×  ×  ×  
談話表示  ○  ○  ○  ○  
合計  7 種  4 種  9 種  6 種  
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めたりするためである（（5）の no22Y）。  




















を前に進めたり（（5）の no32Y）、依頼者に情報を要求したりする（（5）の no23Y）。  
 







	 ＜談話表示＞	 接続表現：じゃ／じゃあ、でも、それで、で  
	 	 	 	 	 	 	 	 フィラー：なんか、えっ、えーとね  
	 	 	 	 	 	 	 	 接続表現+フィラー：それでなんか、えっじゃあ  
 




数字で言うと、41 例の依頼談話に合計 48 個の【収束】話段が現れた。そのうち、【収束①】
は 40 例の談話に見られ、【収束②】は 8 例の談話に見られ、【収束③】は１例の談話に見









Ⅰ .【収束】における発話機能  
	 【収束】において出現した発話機能の詳細を表 5-5 に示す。  
 








	 以上、【収束】話段における依頼者 JX と被依頼者 JY の「かかわりあい」をまとめると、
受容（話題表示） (談話表示 )－受容（話題表示）（談話表示）となる。  
  J X  J Y  




注目要求  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
情報要求  ×  ×  ×  ○  ×  ×  
行為要求  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
意見要求  ○  ○  ×  ×  ×  ×  




情報提供  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
意見表示  ○  ×  ×  ○  ○  ×  
意志表示  ○  ○  ×  ○  ○  ×  
言い直し  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ×  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
Ⅳ 談
話標識  
話題表示  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
談話表示  ○  ○  ×  ○  ○  ×  
合計  8 種  6 種  2 種  7 種  6 種  1 種  
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（8）「依頼」が失敗した談話における【収束】（日 No.26 JXF11-JY11s）  
 
 






Ⅲ .談話標識  















（9）【収束】における談話標識（日 No.24 JXM8-JY8s）  
 
 
5 . 1 . 1 . 5【依頼放棄】  










（10）14X：あ、まあ、無理ならいいんですけど、	 （日 No.26 JXF11-JY11s）  
 












（11）依頼者による【追加】（日 No.39 JXF6-JY6j）  
 






用い、話段の開始を実現することが分かる（（11）の no22X、（12）の no25Y）。  
 





めると、表 5-6 のようになる。  













表 5-6 日本語による依頼談話における話段の特徴  
 「かかわりあい」  イニシアティブ  談話標識  
【依頼】 JX 要求（談話表示）・提供（談話表示） 原則的に握る  ＜話題表示＞  
＜談話表示＞  JY 受容  一時的に握る可能  
【 依 頼
応答】  










【収束】 JX 受容（話題表示・談話表示）  話段を開始する方が握る  ＜話題表示＞  
＜談話表示＞  JY 受容（話題表示・談話表示）  
 













表 5-7	 日本語による依頼談話の「話段」構成  
 
	 	 	 	 	 （依頼者と被依頼者の人間関係によって資料番号を網かけして区別する）  
 





















「典型的構成」 	 	  
	 【依頼】→【依頼応答】→【交渉】→【収束】  
「非典型的構成」   
	 【依頼】→【依頼応答】→｛【交渉】→【収束】｝ 30 
	 【依頼】→【依頼応答】→【交渉】→【収束】→【追加】→【収束】  
	 【依頼】→【依頼応答】→【収束】→【交渉】→【収束】→【追加】  →【収束】  
 
Ⅱ．反復型： {【依頼】→【依頼応答】}→（【交渉】→【収束】→【追加】→【収束】）  






                                                   





「典型的構成」 	 	  
	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【交渉】→【収束】  
「非典型的構成」 	  
	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【交渉】→【収束】→【追加】→【収束】  
	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【収束】→【追加】→【収束】  
	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【収束】  
	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【交渉】  
 





か見られなかった。2 例の談話構成も少々異なり、それぞれ以下のようなものである。  
 
	 	 ア、 {【依頼】→【依頼応答】 }→【依頼放棄】→【依頼応答】→【収束】  
	 	 イ、【依頼】→【依頼応答】→ {【依頼放棄】→【依頼応答】 }→【収束】  
 









	 この 3 つの構造パターンによって、41 例の依頼談話を分類すると、基本型は 20 例、反
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復型は 19 例、放棄型は 2 例という内訳になる。放棄型を除き、基本型と反復型の例がほ
ぼ同数でる。さらに、依頼者と被依頼者の上下関係の有無により、依頼談話の構造パター
ンの出現傾向を見ると、表 5-8 のようになる。  
 
表５ -8 上下関係の有無による依頼談話の構造パターン  
人間関係  基本型  反復型  放棄型  
上下関係なし  JX-JYp 9（6）  6（3）  １  
上下関係あり  JX-JYs 6（5）  10（7） １  
JX-JYj 5（3）  3（2）  ０  
合	 計  20（14） 19（12） 2 
（小括弧の中の数字はそれぞれの構造パターンにおける典型的構成の談話数を表す）  
 
	 表５ -8 から、依頼者と被依頼者の間の上下関係の有無による依頼談話の構造パターンの
出現傾向が分かる。すなわち、JX-JYs の場合、反復型が基本型より多く見られるが、JX-JYp
および JX‒JYj の場合、基本型が反復型よりやや多く見られる。  
 







5 . 2 . 1 小話段の種類  











話段は、すべての談話例に見られるわけではない。41 個の【依頼①】から合計 17 例の〔依
頼予告〕が見られ、そのうち、（13）のような間接的な予告は 4 例、（14）のような直接的
な予告は 13 例ある。  
 
（13）間接的な〔依頼予告〕（日 No.8 JXF9-JY9p）  
no 発話 発話機能(X) 発話機能(Y)
1X あ、あのさあ、ちょっと話しがあるんだけどさあ、 注目要求+話題:A  
 
（14）直接的な〔依頼予告〕（日 No.21 JXF5-JY5s）  









からいうと、65 個の【依頼】のうち 63 個に〔依頼事情の説明〕が見られ、そのうち、〔依














（15）〔依頼事情の説明〕（日 No.16 JXF17-JY17p）  
話段 no 発話 発話機能(X) 発話機能(Y)
1X あの、友達から、 談話:a1+情報提供














































































要求＞（（19）の no9X）＜意志表示＞（（20）の no5X）という 4 つのバリエーションがす
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（19）〔依頼応答の要求〕（日 No.5 JXF6-JY6p）  
 




て説明した。その詳細は表 5-9 のようにまとめられる。  
 
表 5-9【依頼】における小話段  
 １話段に現れる回数  出現の数  
〔依頼予告〕  １回  17 例  
直接的な予告 13 例；間接的な予告 4 例  
〔依頼事情の説明〕  １回か 2 回  63 例  
〔依頼理由の説明〕  １回  4 例  
〔依頼実行の都合確認〕 １回  3 例  
〔依頼応答の要求〕  １回  50 例  
＜意見要求＞20 例＜意図表示＞17 例  
＜情報要求＞12 例＜行為要求＞7 例  
 
 
                                                   
31 発話機能によって分類された〔依頼意図の表明〕の合計が 50 例より 6 例多くなるのは、１つの〔依  
	 頼意図の表明〕に 2 つの依頼発話が見られるか、１つの発話に 2 種の発話機能を持っているかによる  
	 ものである。  
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5 . 2 . 2 小話段の構成タイプ  
	 日本語による【依頼】話段から A〔依頼予告〕、B〔依頼事情の説明〕、C〔依頼理由の説
明〕、D〔依頼実行の都合確認〕、E〔依頼応答の要求〕という 5 種の小話段が認定できた。
ここでは、依頼談話における 41 個の【依頼①】話段を対象に、上述した 5 種の小話段の
組み合わせおよび出現順序によって、【依頼①】話段の内部構造を分析した結果を述べる。
その結果に基づき、日本語による依頼行動の特徴を指摘する。  
	 41 個の【依頼①】から合計 9 種の構成タイプがあるが、出現数から見ると依頼者による
使用傾向が見える。また、依頼者と被依頼者の間の上下関係の有無によって、構成タイプ
の種類および使用傾向に差異が見られた。表 5-10 はその結果を示している。  
 
表 5-10	 【依頼①】における小話段の構成  
	 	 	 	 人間関係  
構成タイプ  
JX-JYp JX-JYs JX-JYj 合計  
B+E 9 4 4 17 
A+B+E 5 8 1 14 
A+B 1 1 0 2 
A+B+C+E 0 1 1 2 
B+E+B 1 1 0 2 
B+D+E 0 1 0 1 
B+C+E 0 0 1 1 
D+B+E 0 0 1 1 
B 0 1 0 1 
構成タイプ  4 種  7 種  5 種   
 










	 次に、依頼者と被依頼者の上下関係の有無によって見ると、JX-JYs の場合、依頼者に  




成タイプがより多く用いられる。さらに、JX-JYp では JX-JYj と比べて、【A+B+E】構成
がやや多く見られる。要するに、依頼者と被依頼者の間に上下関係の有無によって、A〔依
頼予告〕の使用が JX-JYj＜JX-JYp＜JX-JYs という順に多くなる傾向が見える。  
	 以上述べてきた結果に基づき、日本語による依頼行動の特徴として、以下の２点を指摘
する。  
①  〔依頼事情の説明〕は依頼行動に欠かせないストラテジーである。  
②  〔依頼予告〕は依頼者と被依頼者の上下関係の有無によって出現頻度が異なり、す
なわち、JX-JYj＜JX-JYp＜JX-JYs という順に多く見られる。  
 
5 . 3【依頼応答】における小話段  





























































（（24）の 19X）。  
 











種の内訳がある。さらに、この小話段は 68 個の【依頼応答】において全部で 66 例見られ、
１個の【依頼応答】に 2 例の〔態度の表明〕が現れる例も見られた。  
 






28X 　　　　　　　　　あ。 注目:承認  
	  
	 以上、日本語による【依頼応答】における小話段を説明してきた。その詳細を以下の表















表 5-11【依頼応答】における小話段の種類  
 出現例  
〔依頼事情の確認〕  28 例  
〔依頼実行能力の確認〕 1 例  
〔自己事情の陳述〕  1 例  
〔態度の表明〕  66 例  
E(a)61 例	 E(b)1 例	 E(c)4 例  
 
5 . 3 . 2 小話段の構成タイプ  
	 日本語による依頼談話の場合、41 個の【依頼応答①】が現れた後の談話展開に 3 種のパ
ターンが見られる。第一は、【依頼】→【依頼応答】のやりとりが【依頼応答①】で終了
し、依頼談話が【交渉】か【収束】に進むパターンであり、いわゆる基本型の依頼談話が









関係を分析してみた。表 5-12 はその結果を示している。  










表 5-12	 小話段の構成タイプと談話構造の対応関係  
 基本型  反復型  放棄型  
E(a) 10 6 0 
E(a)+A 1 5 0 
A+E(a) 6 0 0 
E(a)+A+E(a) 2 0 0 
E(a)+C+E(a) 1 0 0 
E(a)+A+E(a)+A 0 1 0 
A 0 4 0 
E(c)+A 0 1 0 
E(c) 0 1 1 
A+E(c) 0 1 1 
構成パターン  5 種  7 種  2 種  
 





























（27）反復型の依頼談話（日 No.29 JXM15-JY15s）  






























































































頼の承諾に否定的」な〔態度の表明〕が明らかに表出した構成タイプは 3 種あり、1 例ず
つ見られ、また、〔A〕、すなわち〔依頼事情の確認〕という小話段が単独で話段になる構
成タイプ、4 例が見られる。  
	 さらに、反復型である依頼談話の【依頼応答①】に後続して現れた【依頼②】を見ると、
19 個の【依頼②】における小話段の構成タイプは【〔依頼事情の説明〕+〔依頼応答の要求〕】
12 例、【〔依頼事情の説明〕】4 例、【〔依頼応答の要求〕+〔依頼事情の説明〕】1 例、【〔依







ターン、特に反復型の依頼談話の形成要因として、以下の 2 点が挙げられる。  





	 そこで、この 2 点の要因に分けて、依頼談話の構造パターンを再度整理すると、その結





表 5-13	 依頼談話の構造パターン  
   	 	 	 	 	 談話構造  
人間関係  
基本型  反復型  放棄型  
依頼者の自主判断  被依頼者の態度  
上下関係なし  JX-JYp 9 4 2 1 
上下関係あり  JX-JYs 6 7 3 1 
JX-JYj 5 1 2 0 
合	 計  20 12 7 2 
 
	 表 5-13 から分かるように、日本語による依頼談話において、基本型と反復型がほぼ同
数で現れたが、反復型の依頼談話の場合、被依頼者の依頼に対する態度に応じたものより、
依頼者の自主判断によるものが多く見られる。また、人間関係に注目すると、JX-JYs の
場合、ほかの 2 種の人間関係より依頼者の自主判断による反復型がやや多く見られる。  
 
5 . 4 依頼談話における談話参与者の参加態度  
	 本節では、杉戸（1987）の主張に即して、依頼談話における依頼者と被依頼者の「あい
づち的な発話」32の使用率を分析することによって、依頼者 JX と被依頼者 JY の談話への
参加態度を静的な視点による考察と動的な視点による考察するを試みる。  
 
5 . 4 . 1 談話の全体および各話段における参加態度  
	 ここでは、静的な視点から依頼談話における依頼者と被依頼者の参加態度を考察する。  
	 まず、談話の全体に見られる参加態度を見てみよう。  
	 本研究で収録した 41 例の依頼談話を発話に分割すると、依頼者と被依頼者による発話
の総数はそれぞれ 1146 個、1046 個である。依頼談話の全体について、依頼者と被依頼者






                                                   
32 記述の便宜上、本節の表において、「あいづち的な発話」を「ア」で簡単に表記する。  
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表 5-14A	 談話全体における JX と JY の「あいづち的な発話」の使用率  
 依頼者（JX） 被依頼者（JY） 
発話総数 (個 ) 1146 1046 
実質的な発話 (個 ) 809 453 
ア（個）  337 593 
アの使用率（％）  29.41% 56.70% 
 
表 5-14B 談話全体における JX と JY の参加態度  
 JX JY 
参加態度  能動的  中立的 (やや受動的 ) 
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総（個） 411 151 462 90
ア（個） 34 77 210 9
アの使用率（％） 8.27% 50.99% 45.45% 10.00%
総（個） 348 194 410 64
ア（個） 329 59 146 38































5-15 はその結果を示している。  
 
総（個） 133 22 226 22 403
ア（個） 7 11 116 2 136
アの使用率（％） 5.26% 50.00% 51.33% 9.09% 33.75%
総（個） 110 35 196 14 355
ア（個） 103 7 62 7 179











	 表 5-16 に示した数値から分かるように、依頼者と被依頼者の「あいづち的な発話」の
使用率は話段によって差異が見える。ここでは、それらの数値に基づき、１つのプロトタ
イプの構造を持つ依頼談話において、談話への参加態度によって見られる依頼者と被依頼
者の共同作業の様態を探る。その結果をグラフで表すと、図 5-1 のようになる。  
 
 
図 5-1 参加態度による JX と JY の共同作業の様態  
 































5 . 5 まとめ  
	 以上、本章では、「話段」、「小話段」、「発話」という単位を用いて、日本語による依頼談
話をマクロ的な視点からミクロ的な視点までの多角的な視点から分析した結果をみてきた。
5.1~5.4 までの 4 節の内容に基づき、日本語による依頼談話の特徴について、以下の 3 点
にまとめることができる。  
 







多く見られるが、JX-JYp と JX-JYj の場合、基本型の依頼談話が多く見られる。また、
反復型の依頼談話について、依頼者の自主判断による反復型は JX-JYj＜JX-JYp ＜




































頼する談話は 16 例、依頼者が親しい後輩に依頼する談話は 7 例ある。  
	 本章では、第五章と同じような手順で、中国語による依頼談話の分析結果を 5 節に分け
て述べる。  
 
6 . 1 依頼談話の談話構造  











6 . 1 . 1 . 1【依頼】  
	 42 例の依頼談話において、【依頼】話段が合計 77 回現れた。その出現順序によってみる
と、【依頼①】から【依頼⑨】まで、という 9 つのバリエーションがある。すなわち、一
つの依頼談話において、【依頼】が最大 9 回まで現れた。出現順序によって、77 個の【依






表 6-1	 出現順序による【依頼】の内訳  
出現順序  出現回数  
【依頼①】  42 
【依頼②】  14 
【依頼③】  8 
【依頼④】  3 
【依頼⑤】  2 
【依頼⑥】  2 
【依頼⑦】  1 
【依頼⑧】  1 










して見るため、77 個の【依頼】話段のうち、【依頼①】から【依頼③】までの 64 個に見ら
れる依頼者と被依頼者による発話機能の種類を表にまとめて、【依頼】における依頼者と被










（1）【依頼】（中 No.13 CXF13-CY13p）  
 
（1）日本語訳  




















































話段 no 発話 発話機能(X) 発話機能(Y)
1X 【CY13ｐの名前】。 注目要求
1Y                　　　　　 嗯。 注目:承認
2X 请你帮个忙，行呗？。 行為要求
2Y                 　　　　　　嗯。 注目:継続
3X 就是我有一个朋友，学日语的。 談話:b2+情報提供
4X 他要做一个汉语和日语的言语对照。 情報提供
3Y                               　　　　　　　　嗯。 注目:承認・継続
5X 他需要一些材料。 情報提供
6X 然后呢，他希望我给他提供两段对话。 談話:b1+情報提供
















9Y                                                                   想说啥就说啥？。 注目:承認･確認

























表 6-2	 【依頼】における CX／CY による発話機能の詳細  
  C X  C Y  




注目要求  ○  ○  ○  ×  ×  ×  
情報要求  ○  ○  ○  ○  ×  ×  
行為要求  ○  ○  ○  ×  ×  ×  
意見要求  ○  ○  ○  ×  ×  ×  
言 い 直 し
要求  




情報提供  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
意見表示  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
意志表示  ○  ○  ×  ×  ×  ×  
言い直し  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ×  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ○  ○  ×  ×  
Ⅳ 談 話
標識  
話題表示  ○  ×  ×  ×  ×  ×  
談話表示  ○  ○  ○  ×  ×  ×  
合計  1 2 種  1 0 種  7 種  5 種  2 種  １種  
 
	 表 6-2 に示したように、【依頼】において、依頼者による発話機能のバリエーションが多











＞の発話によって、依頼用件に関する情報を集めている（（1）の no1Y、no2Y など）。  
























＜話題表示＞	 有个事儿／问你个事儿／我想起来个事儿／找你商量个事儿／这事儿是这样  
   	 	 	 	 	 （ちょっと用がある／ちょっと聞きたいことがある／一つ思い出したことが	  
	 	 	 	 	 	 	 ある／一つ相談したいことがある／こういうことだよ）  
              我有事想求你帮忙  
話段 no 発話 発話機能(X) 発話機能(Y)













	 	 	 	 	 	 （一つ助けてほしいことがある）  
＜談話表示＞接続表現：	 那，然后，完了，所以／所以说   
           （じゃあ／それで、そして／それで、だから／だからといって）	 
            フィラー  :	 那个／那什么，就是／就／就是说	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （なんか／あの、つまり）  
            接続表現+フィラー：然后那个，完了那个，然后就，完了就  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （そしてなんか、そしてなんか、それでなんか、それでなんか）  
	 	 	 	 	 	 メタ言語的発話：我跟你讲  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （あなたに言うよ）  
 
【依頼②】接続表現：	 那，然后，所以／所以说   
         （じゃあ／それで、そして／それで、だから／だからといって）	 
            フィラー  :	 就是	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 （なんか／あの、つまり）  
            接続表現+フィラー：然后那个  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （そしてなんか）  
 
【依頼③】接続表現：那   









6 . 1 . 1 . 2【依頼応答】  
	 中国語による 42 例の依頼談話において、【依頼応答】の話段は全部で 81 個見られた。
そのうち、【依頼応答①】が 42 例の談話に、【依頼応答②】が 15 例の談話、【依頼応答③】
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 【依頼応答】の発話機能について、【依頼】と同じように、【依頼応答③】までの 65 個

































表 6-3【依頼応答】における CX／CY による発話機能の詳細  
  C X  C Y  















注目要求  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
情報要求  ×  ×  ×  ○  ○  ○  
行為要求  ○  ×  ○  ×  ×  ×  
意見要求  ×  ○  ○  ○  ×  ×  
言 い 直 し
要求  




情報提供  ○  ○  ○  ○  ×  ○  
意見表示  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
意志表示  ○  ×  ×  ○  ○  ○  
言い直し  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ○  ○  ○  ×  
Ⅳ談話
標識  
話題表示  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
談話表示  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
合計  8 種  6 種  7 種  9 種  6 種  6 種  
 
たり（（1）の no10X、14X）、＜関係作り＞で被依頼者をほめたりすることによって（（4）
の no19X）、相手を説得するような行動を数多く行っているからである。  
	 以上より、【依頼応答】における依頼者 CX と被依頼者 CY の「かかわりあい」は提供（談
話表示）・受容－要求（談話表示）・提供（談話表示）・受容となる。  
 


























する発話とつなげて、話段のイニシアティブを保持し続ける（（5）の no13Y、no15Y）。  
	  







14X                                                    周六周日啊？。 注目:承認･確認





























	 ＜談話表示＞接続表現：但是，那，不过，然后   
	 	 	 	 	 	 	 	 	   （しかし／でも、じゃあ、しかし／でも、そして）  
               フィラー：就是／就  
	 	 	 	 	 	 	 	 	      （なんか）  
	 	 	 	 	 	 	 メタ言語的発話：就这样  
	 	 	 	 	 	 	 	 	      （こういうことなんだよ）  
 
6 . 1 . 1 . 3【交渉】  








































	 表 6-4 は【交渉】話段に見られた発話機能の詳細を示している。  
 






















  C X  C Y  




注目要求  ×  ○  
情報要求  ○  ○  
行為要求  ○  ○  
意見要求  ○  ○  




情報提供  ○  ○  
意見表示  ○  ○  
意志表示  ○  ×  
言い直し  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  
関係作り  ○  ○  
Ⅳ談話
標識  
話題表示  ×  ×  
談話表示  ○  ○  























ついての決定を述べたりする（（6）の no9X）。  
	 【交渉】に見られる談話標識の表現形式は以下のとおりである。  
	  
＜談話表示＞接続表現：那／那就，然后，所以  
	 	 	 	 	 	 	 （じゃあ、そして、だから／それで）  
	 	 	 	 	 	 フィラー：对了  
	 	 	 	 	 	 	 （あ、そうだ）  
            接続表現+フィラー：然后那个  
	 	 	 	 	 	 	 （そしてなんか）  
 	 	 	 	 	 	 メタ言語的発話：这样吧  
	 	 	 	 	 	 	 （こうしようか）  
 


























＜関係作り＞の発話に応じたりする。また、被依頼者によって開始された【収束】は 2 例  
の談話に見られた（（8））。  

























































  C X  C Y  




注目要求  ×  ×  ×  ○  
情報要求  ×  ×  ○  ×  
行為要求  ×  ×  ○  ×  
意見要求  ○  ×  ×  ○  




情報提供  ○  ×  ○  ○  
意見表示  ×  ×  ○  ×  
意志表示  ○  ○  ○  ×  
言い直し  ×  ×  ×  ×  
Ⅲ  
受容  
注目表示  ○  ○  ○  ○  
関係作り  ○  ○  ○  ○  
Ⅳ 談 話
標識  
話題表示  ○  ○  ○  ×  
談話表示  ○  ○  ×  ×  




























	 具体的な表現形式としては、以下のように挙げられる。  
 
＜話題表示＞メタ言語的な発話：那就这样／没事了吧  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （じゃあ、こんな感じ／もう用がないよね）  
＜談話表示＞接続表現：那／那就  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （じゃあ／それじゃ）  
 















































































































う 3 つの指標からそれぞれの特徴を明確にした。表 6-6 はその 4 つの話段の特徴をまとめ
たものである。  
 
表 6-6	 中国語による依頼談話における話段の特徴  
 「かかわりあい」  イニシアティブ  談話標識  




CY 受容  一時的に握る可能  
【 依 頼
応答】  
CX 提供 (談話表示 )・受容  一時的に握る／交替で握る  ＜談話表示＞  
CY 要求 (談話表示 )・提供 (談話表示 ) 
受容  
原則的に握る／交替で握る  





CY 要求 (談話表示 )・提供 (談話表示 ) 
受容  
【収束】 CX 提供 (話題表示・談話表示 )・受容  基本的に握る  ＜話題表示＞  
＜談話表示＞  CY 提供 (談話表示 )・受容  一時的に握る可能  
 











6 . 1 . 2 依頼談話の構造パターン  
	 上述した話段に基づき、中国語による依頼談話の構造を分析し、構造の類型化を行う。 









	 「典型的構成」 	  
	 	 【依頼】→【依頼応答】→【交渉】→【収束】  
	 「非典型的構成」    
	 	 【依頼】→【依頼応答】  
	 	 【依頼】→【依頼応答】→【交渉】  
	 	 【依頼】→【依頼応答】→【交渉】→【収束】→【追加】→【収束】  
	 	 【依頼】→【依頼応答】→【収束】→【交渉】→【収束】  
	 	 【依頼】→【依頼応答】→【収束】→【追加】→【収束】  
 
Ⅱ．反復型  
	 「典型的構成」 	 	  
	 	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【交渉】→【収束】  
	 「非典型的構成」 	  
	 	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝  
	 	 ｛【依頼】→【依頼応答】｝→【収束】  

































































	 【依頼】→【依頼応答】→ {【依頼放棄】→【依頼応答】 }→【収束】  
 
Ⅳ．回帰型  








	 	 ア、【依頼①】→【依頼応答①】→【交渉①】→【依頼応答②】→【依頼②】→  
	 	 	  【依頼応答③】→【交渉②】→【収束】  










	 この 4 つの構造パターンによって、42 例の依頼談話を分けると、基本型は 24 例、反復







表 6-8	 上下関係の有無による依頼談話の構造パターン  
人間関係  基本型  反復型  放棄型  回帰型  
上下関係なし  CX-CYp 9（7）  8（4）  0 2 
上下関係あり  CX-CYs 10（7） 5（2）  1 0 
CX-CYj 5（2）  2（2）  0 0 
合	 計  24（16） 15（8） 1 2 
 











6 . 2 . 1 小話段の種類  
	 実際の談話例を通して、【依頼】における小話段の具体像を見てみよう。  
 
A .〔依頼予告〕  











（ 1 2）〔依頼予告〕（中 No.3 CXF3-CY3p）  
（12）日本語訳  
 
（13）〔依頼予告〕（中 No.16 CXF16-CY16p）  
（13）日本語訳  
	 	 	  
 
B .〔依頼事情の説明〕  
	 この小話段を用いて、依頼者は被依頼者に依頼用件に関する情報を伝える。中国語によ









見られない談話例も 4 例ある。  
 






3Y                               　　　　　　　　嗯。 注目:承認・継続
5X 他需要一些材料。 情報提供
6X 然后呢，他希望我给他提供两段对话。 談話:b1+情報提供




5Y                             　　　　　　　　嗯。 注目:承認・継続
no 発話 発話機能(X) 発話機能(Y)
1X EI ，对，【CY3pのニックネーム】，我想起来个事。 注目要求+話題:A
1X 我有个事想求你帮一下忙。 話題:A


















































77 個の【依頼】話段において、この小話段は 67 個の話段に見られた。【依頼】の出現順序
に関係せず、すべての【依頼】に見られる。また、【依頼①】において、〔依頼応答の要求〕
が一つの話段に 2 回も繰り返して現れる例が見られた。（17）はその談話例である。  
 
















9Y                   　　　　　下周-？。 注目:承認・確認
10Y 下周应该没有事了。 意見表示
13X                 　　　　 嗯。 注目:承認





















2Y                        　　　　　　 嗯。 注目:承認
4X 他现在要写篇报告，是日文和中文的比较，就是看有啥不同， 情報提供
搞语言研究嘛。














て説明した。その詳細は表 6-9 のようにまとめられる。  
 
表 6-9【依頼】における小話段  
 １つの話段に現れる回数  出現例の数  
〔依頼予告〕  １回  24 例  
直接的な予告 6 例間接的な予告 18 例  
〔依頼事情の説明〕  １回か 2 回  49 例  
〔依頼理由の説明〕  １回  10 例  
〔依頼実行の都合確認〕 １回  1 例  
〔依頼応答の要求〕  １回か 2 回か 3 回  78 例  
＜意見要求＞27 例＜行為要求＞25 例  
＜意志表示＞21 例＜情報要求＞17 例  
 
6 . 2 . 2 小話段の構成タイプ  
	 本小節においては、42 個の【依頼①】を対象として、上述した 5 種の小話段の種類およ
び出現順序によってその内部の構造を分析した結果を述べる。また、その結果に基づき、
中国語による依頼行動の特徴を指摘する。  










表 6-10	 【依頼①】における小話段の構成  
	 	 	 	 人間関係  
構造パターン  
CX-CYp CX-Cys CX-Cyj 合計  
A+B+E 2 2 2 6 
E+B+E 2 3 2 5 
A+B 1 2 1 4 
A+E+B 4 0 0 4 
A+B+C+E 1 1 1 3 
B+E 1 1 1 3 
E+B 2 0 0 2 
B+C 1 1 0 2 
A+B+E+B 1 1 0 2 
A+B+E+B+E 0 2 0 2 
E+B+E+B+E 1 0 0 1 
A+E+B+E+B 0 1 0 1 
A+E+B+E+B+E 0 1 0 1 
A+B+C+B 0 1 0 1 
B+E+C 1 0 0 1 
B+E+B 0 0 1 1 
A+E 1 0 0 1 
E 1 0 0 1 
構造パターンの種類  13 種  12 種  6 種   
 









いて出現する回数も 2 回や 3 回まで見られる。さらに、〔依頼応答の要求〕という小話段
が単独で【依頼①】を構成している話段も１例見られた。なお、〔依頼応答の要求〕が話段









に多く見られるのに対して、CX-CYs と CX-CYj の場合、〔依頼事情の説明〕（〔B〕）（22／
8）>〔依頼応答の要求〕（〔E〕）（13／6）>〔依頼予告〕（〔A〕）（11／4）>〔依頼理由の説
明〕（〔C〕）（2／1）の順に多く見られる。すなわち、CX-CYp の場合、〔依頼応答の要求〕
が最も多く見られるのに対して、CX-CYs と CX-CYj の場合、〔依頼事情の説明〕が最も多
く見られる。  
	 第二に、１つの話段を構成する小話段の種類を見ると、CX-CYs が平均 3.6 種で、CX-CYj
の平均 2.8 種と CX-CYp の平均 2.7 種よりやや多く見られる。また、〔依頼応答の要求〕が
単独で用いられる例は CX-CYp の１例しか見られない。さらに、【依頼①】が〔依頼応答

















③  依頼者と被依頼者の上下関係の有無によって見ると、CX-CYs と CX-CYj の場合は
〔依頼事情の説明〕が多く見られるのに対し、CX-CYp の場合は〔依頼応答の要求〕
が多く見られる。また、 1 つの話段を構成する小話段の種類の数は、CX-CYs＞
CX-CYj＞  CX-CYp の順に多く見られる。  
 
6 . 3【依頼応答】における小話段  
	 中国語による依頼談話中の 81 個の【依頼応答】において、A〔依頼事情の確認〕、B〔依
頼理由の確認〕、C〔依頼実行能力の確認〕、D〔自己事情の陳述〕、E〔態度の表明〕とい
う 5 つの小話段が認定できた。  
 





















12Y 　　　my god。（２人で笑い） 注目:承認･感情
13Y その人、中国人のコミュニケーション方式を研究するみたいな？。 情報要求
17X たぶん。 情報提供

















る（（19）の no9X）。  
 
（19）〔依頼理由の確認〕（中 No.10 CXF10-CY10p）  
 
11Y 那有，有范本吗？，还是//随便说？。 談話:b8+情報要求
16X                                            （笑い）没有，随便说。 情報提供
12Y                                                                                 天哪。（２人で笑い） 注目:承認･感情
13Y 他就，感觉可能是研究中国人的沟通方式吗？。 情報要求
17X 可能是吧。 情報提供
14Y                  啊，这样，诶呀，天。 注目:承認･感情
























認〕は【依頼応答】において 7 例見られた。  
 
（20）〔依頼実行能力の確認〕（中 No.6 CXF6-CY6p）  
（20）日本語訳  
 


















13Y                      　　　　（笑いながら）是嘛。 注目:承認･確認
























に感謝を述べたりする（（22）の no11X）。この小話段は全部で 78 例見られた。  
 
（22）〔態度の表明〕（中 No.34 CXF20-CY20s）  
（22）日本語訳  
 
















25X          　　　　　　 【第三者の名前】？。 注目:承認･確認






25X 　　　　　　 　　　　　【第三者の名前】？。 注目:承認･確認







表 6-11	 【依頼応答】における小話段の種類  
 出現例の数  
〔依頼事情の確認〕  48 例  
〔依頼理由の確認〕  3 例  
〔依頼実行能力の確認〕  7 例  
〔自己事情の陳述〕  1 例  
〔態度の表明〕  78 例  
E(a)56 例	 	 E(c)22 例  
 
6 . 3 . 2 小話段の構成タイプ  
	 42 個の【依頼応答①】における小話段の構成タイプを分析し、基本型・反復型・放棄型
という 3 種の依頼談話の構造パターンとの関連性を探るため、表 6-12 のように、小話段
の構成タイプと談話構造の対応関係をまとめた。  
	 表 6-12 に示したように、3 種の談話構造、特に基本型と反復型という 2 種の談話構造に
対応している小話段の構成タイプの種類がどちらも多く見られるが、それぞれの談話構造
を成り立たせる小話段の構成タイプに特徴が見られる。  





	 次に、反復型の依頼談話が成り立つ場合、【依頼応答①】に合計 10 種の構成タイプが見
られるが、〔E(c)〕、すなわち、「依頼の承諾に否定的」な〔態度の表明〕が見られる構成タ









表 6-12	 小話段の構成タイプと談話構造の対応  
 基本型  反復型  放棄型  
E(a) 12 2 0 
E(a)+A 3 1 0 
A+E(a) 3 0 0 
E(a)+A+E(a) 1 0 0 
A+E(a)+A 1 0 0 
A+E(a)+A+E(a) 1 0 0 
E(a)+A+E(a)+A+E(a) 1 0 0 
A+C+E(a) 1 0 0 
E(a)+C+A 1 0 0 
A+E(c) 0 4 0 
E(c) 0 2 0 
E(c)+C+A+E(c) 0 1 0 
A+E(a)+E(c) 0 1 0 
A+E(c)+B+A 0 1 0 
A+B+A+B 0 1 0 
C 0 1 0 
A 0 1 0 
D 0 0 1 




















②  【依頼応答】に見られる被依頼者の態度は反復型の依頼談話の形成要因である。  
 
	 ここで、日本語と同じように、反復型の形成契機によって、中国語による依頼談話の構
造パターンを再度考察すると、その結果は表 6-13 のようになる。  
 
表 6-13	 依頼談話の構造パターン  
	 	 	 	 	 	 談話構造  
 
人間関係  
基本型  反復型  放棄型  回帰型  
 依頼者の自主判断  被依頼者の態度    
上下関係なし  CX-CYp 9 1 7 0 2 
上下関係あり  CX-CYs 10 0 5 1 0 
CX-CYj 5 2 0 0 0 
合	 計  24 3 12 1 2 
 













6 . 4 . 1 談話の全体と各話段おける参加態度  
	 まず、依頼談話の全体において、依頼者と被依頼者の参加態度を見てみよう。  
	 本研究で収録した 42 例の依頼談話を発話に分割すると、依頼者と被依頼者による発話
の総数はそれぞれ 1061 個、812 個である。依頼談話の全体上から依頼者と被依頼者の参
加態度を探ると、その結果は表 6-14 のようになる。  
 
表 6-14A 談話全体上 CX と CY の「あいづち的な発話」の使用率  
 依 頼 者
（CX）  
被 依 頼 者
（CY）  
発話総数 (個 ) 1062 812 
実質的な発話 (個 ) 875 420 
ア（個）  187 392 
アの使用率（％）  17.61% 48.28% 
 
表 6-14B 談話全体上 CX と CY の参加態度  
 CX CY 
参加態度  能動的  中立的 (やや能動的 ) 
 












	 表 6-15 は 4 つの話段から分割できた依頼者と被依頼者によるそれぞれの「あいづち的
な発話」の使用率およびそれに対応する参加態度を示しているものである。  
 







表 6-15B 各話段における CX と CY の参加態度  
	 	 	 	 話者
話段	 CX	 CY	 
【依頼】	 能動的	 受動的	 
【依頼応答】	 能動的	 能動的	 
【交渉】	 能動的	 能動的	 
【収束】	 能動的	 受動的	 
 










総（個） 513 257 195 86
ア（個） 35 64 65 21
アの使用率（％） 6.82% 24.90% 33.33% 24.42%
総（個） 274 292 176 62
ア（個） 224 70 56 38














細をまとめると、表 6-16 はその結果を示したものである。  
 




	 表 6-16 に示した数値によって、一つのプロトタイプな構造を持つ依頼談話の展開に伴
い、中国人同士である依頼者と被依頼者の共同作業の様態を探り、その結果をグラフで表
すと、図 6-1 のとおりである。  
 
 
図 6-1	 参加態度による CX と CY の共同作業の様態  
 











【依頼】 【依頼応答】 【交渉】 【収束】 
CX 
CY 
総（個） 149 63 104 29 345
あ（個） 12 17 35 5 69
あの使用率（％） 8.05% 26.98% 33.65% 17.24% 20.00%
総（個） 87 76 92 23 278
あ（個） 67 25 29 12 133
















































頼者の人間関係によってみると、CX-CYs と CX-CYj の場合は〔依頼事情の説明〕が
多く見られるのに対し、CX-CYp の場合は〔依頼応答の要求〕が多く見られる。また、





































7 . 1 . 1 話段  
	 41 例の日本語による依頼談話および 42 例の中国語による依頼談話において、ともに【依
頼】【依頼応答】【交渉】【収束】【依頼放棄】【追加】という 6 つの話段が認定できた。ま
た、【依頼】【依頼応答】【交渉】【収束】という 4 種の話段について、一つの依頼談話にお









Ⅰ .話段の出現回数と内容  






表 7-1 日中両言語における話段の出現個数  
	 	 	 言語  
話段  
日本語による依頼談話  中国語による依頼談話  
 
【依頼】  65 個（1.6）  77 個（1.8）  
【依頼応答】 68 個（1.7）  81 個（1.9）  
【交渉】  37 個（0.9）  33 個（0.8）  
【収束】  48 個（1.2）  40 個（1）  
【依頼放棄】 2 個  3 個  
【追加】  8 個  4 個  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 （小括弧の中はそれぞれの話段の出現回数のその言語における平均を表す）  
 















いて、JX と JY の発話総数はそれぞれ 226 個、196 個で、一つの依頼談話において、それ
ぞれ平均 5.5 個、4.8 個であるが、中国語による【交渉】において、CX と CY の発話総数
















































者と被依頼者の「かかわりあい」を対照的にまとめると、表 7-2 のとおりである。  
 
表 7-2	 日中両言語における各話段の「かかわりあい」  
 JX-JY CX-CY 






























































































































放棄】が見られる型である。この構造パターンの談話例は日本語で 2 例、中国語で 1 例見

























































― 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (二人で笑い) ― ―
20Y 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうそうそう。 注目:同意･共感





























































24X                                            　　　　　　　　　　　　行。 注目:承認･同意
25X 那我周六晚上七点半左右给你打电话。 談話:b3+意志表示
20Y                                　　　　　　　　　 嗯。 注目:承認･同意
26X 【CY15s】姐，真谢谢你，//这么忙你还答应帮我。 関係作り:感謝+親密・面子立て























































































































































7 . 2 依頼行動  


















表 7-3	 【依頼】における小話段の詳細  
 日本語による【依頼】（65 個） 中国語による【依頼】（77 個） 
〔依頼予告〕  17 例  
直接的な予告 13 例  
間接的な予告 4 例  
24 例  
直接的な予告 6 例  
間接的な予告 18 例  
〔依頼事情の説明〕  63 例  49 例  
〔依頼理由の説明〕  4 例  10 例  
〔依頼実行の都合確認〕 3 例  1 例  
〔依頼応答の要求〕  50 例  
＜意見要求＞20 例  
＜意志表示＞17 例  
＜情報要求＞12 例  
＜行為要求＞7 例  
78 例  
＜意見要求＞27 例  
＜行為要求＞25 例  
＜意志表示＞21 例  



































































































7 . 3 参加態度による共同作業の様態  
	 発話を「実質的な発話」と「あいづち的な発話」に分類し、「あいづち的な発話」の使用
率によって、日中両言語における依頼者と被依頼者の依頼談話への参加態度を考察した。
その結果は表 7-4 のように示される。  
 
表 7-4	 依頼談話における談話参与者の参加態度  
	 	 	 	 	 言語  
視点  
日本語  中国語  
JX（1146） JY（1046）  CX（1062） CY（812）  
全体的  能動的  中立的 (やや受動的 ) 能動的  中立的 (やや能動的 ) 
話段による参加
態度の変化  
あり  あり  なし  あり  
	 	 （小括弧の中はそれぞれ依頼者と被依頼者の発話総数を表す）  
 




































7 . 4 考察  



















	 	 中国人の社会的行動の特質は「顔」である。顔とは他者の判断に依拠する自尊心の一  
	 	 形態である。他人から見て、自分の名声や評判が上がると、「顔」が保たれる。中国人  
	 	 は二つの言葉をあてている。＜脸＞と＜面子＞である。＜脸＞は、道徳的な性格が良  
	 	 いという評判が得ることで引き出すことのできる自尊心である。・・・＜面子＞を保つ  
	 	 ということは、＜脸＞の場合と同様に、他者から良い評判を得るということである。  
	 	 しかし、＜脸＞と異なり、＜面子＞は他者の道徳的な評価から穫得されるものではな  
	 	 く、富、力、教育、有力な友人といった地位の付属物を所有しているところに、＜面  
	 	 子＞の源泉がある。  































































                                                   
33水谷（1993）によると、「共話」は話者自身が発話を一旦途中で切り、文を完結させずに、話し相手  
	 もその続き取って、「あいづち」や「言いさし」などと伴い、いちいち話し相手とのインターアクシ  
	 ョンを測りながら、向こう側との共通理解を求める前提とする話し方である。それに対して、「対話」  
	 とは話し手が自分の意見や考え方を全面に出し、文を完結し、話し相手もじっと話しが終わるまで黙  
	 って待ち、両者間の意思疎通を目的としない話し方である。  
168 
 
































①  日本語による依頼談話の構造パターンとして、基本型、反復型、放棄型という 3 種
類の類型が見られた。そのうち、基本型と反復型がほぼ差がなく現れたが、反復型
の出現動機によって分けると、依頼者の自主判断による反復型が多く見られる。ま
た、依頼者と被依頼者の上下関係の有無によって見ると、 JX-JYj ＜ JX-JYp＜  
















































8 . 2 結論  







②  発話機能・イニシアティブ・談話標識という 3 つの指標によって、【依頼】【依頼応答】



























































































8 . 3 本研究の意義と今後の課題  











	 次に、今後の課題としては、次の 2 点が挙げられる。  
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録音 3 回分が必要です。 
  （1 回目）  あなた が あなたの親しい後輩一人（同性）に依頼する時 の会話 
  （2 回目）  あなた が あなたの親しい友人一人（同性）に依頼する時 の会話 




 日本語研究をやっている友人 A（A の情報は自由に作ってください）から会話の録音を




























1．氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿    （ 男 ・ 女 ） 
2．年齢 ＿＿＿＿歳  





  ある→（国名＿＿＿＿＿ 期間＿＿＿＿＿＿ ）  ・ ない   
7．よく話しする外国人の友達はいますか？ 
いる→（  人ぐらい）  ・いない  
8．英語以外の外国語の学習歴 
  ＿＿＿語、＿年＿ヶ月 ／ ＿＿語、＿＿年＿ヶ月 ／ ＿＿語、＿＿年＿ヶ月 
  ・ない 






























先輩 ＿＿年＿＿ヶ月  
 
2. 会話をした相手との「親しい」度合いを以下の 5 段階で評定すれば、どの段階に当た
りますか？ 








① 言いづらい ②気軽に依頼できるとは言えないが、そんなに言いづらくない 
② 気軽に依頼できる  ④そのほか（         ） 
後輩に対して＿＿＿ 




   ①直接相手のところへ行った（寮や相手の部屋、教室など） 
   ②電話や携帯によって相手をある場所へ誘った 
   ③相手と一緒にいるチャンスを利用した 
   ④そのほか（  ） 
   後輩に対しての依頼 ＿＿＿ 
   友人に対しての依頼 ＿＿＿ 
   先輩に対しての依頼 ______ 
 
5．実際の録音環境を以下に記入してください。 
  1）録音した場所  
   後輩との会話＿＿＿＿＿＿＿      友人との会話＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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後輩－ 忙しいかも ・ 暇かも ・ 分からない 
友人－ 忙しいかも ・ 暇かも ・ 分からない 
先輩－ 忙しいかも ・ 暇かも ・ 分からない 
 
3）それぞれの会話で決められた自由会話の録音時間と場所は？ 







































1．氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿    （ 男 ・ 女 ） 
2．年齢 ＿＿＿＿歳  





  ある→（国名＿＿＿＿＿ 期間＿＿＿＿＿＿ ）  ・  ない  
7．よく話しする外国人の友達はいますか？ 
いる→（  人ぐらい） ・ いない  
8．外国語の学習歴 
  ＿＿＿語、＿年＿ヶ月 ／ ＿＿語、＿＿年＿ヶ月 ／ ＿＿語、＿＿年＿ヶ月 
  ・ない 
9．会話をした相手との付き合ってきた時間はどのぐらいですか？ 
  ＿＿＿年＿＿ヶ月 
10．会話をした相手との関係は＿＿＿＿ 





③ 承諾した（①を選択した方は問題 13 にお答えください）     
④ 断った（②を選択した方は問題 14にお答えださい）   
⑤ 保留の応答をした（③を選択した方は問題 14 にお答えください） 
13．相手の依頼に口頭で承諾しましたが、それは本心の答えでしたか＿＿＿＿ 
   ①本心で承諾した 




   ②実は断りたかったが、承諾した。 
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   断りたい理由：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 


































































本当にありがとうございました。                             
                                   
                              趙 宏杰 
